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現在の道路笠通システム｛ま安金、効率、資謀者ど：菜室！jな課題を揺えている。 AHS

どの運転支握嗣自動化ヤステムはこれらの課題に関して有効本システムと考えられて

お守、多くの購買開発が推進されてきた。最近iま多額の額控資金を投入する大親模な

公的プロジェクトが進持しつつおる。ドライパの運転操作を支譲 a 寵動化するシλテ

ムは技箭以外にも多くの諜轄を抱えているが、現実的なものになりつつある。異体的

を想定した、ミタ口容貫通j棄の解訴えよど、詳纏な事鶴議討が5話、要！こ立つ

ている。研究開発的観状、今後の毘還し、課題など以下（［）肉審について述べる。

1 .萌翠開発の背景

自動車の社金的諜題と運転支接 a E量動化による君主警の方向を示す。

泊費全性の向上、交違法滞岱緩和、燃費と排主義的理主善、事j告震性的向上怠ど

2. 運転支鐸 a 畠動化システムの開発状現

自畠動化 と最近の繋験 を紹介する。
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• E言動i翠車去システム｛自動通謎システム、高菱重道路畠霊主連事王シス

3 ”関連ブ口ジェクト

関米散の関連プロジェクトの動向を紹介する。

也アメリ；力の AHS/ ·歌蛸（［） PRO閉OTE/ ·国本部 ITS 〔A階、 ASV な

4. 今後のE皇室と

ステム発農の見通し、諸課題！こついて述べる。
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a 事前詳紹強討の車、要性本
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